
１．はじめに（研究の背景）

この20数年ほど，公文書紛失や体罰など社会的
な問題となることが増加している．服務事項とし
て処理されるものもあるが，中には教師としての
資質を疑われる場合も少なくない．平成22年度入
学生から対象に，教員養成の見直しの一環として，
教員免許取得者の質保証を目的の一つとして，教
職実践演習科目が設定されるに至った．結果とし
て，教職実践演習科目が重要であるが故に魅力あ
るカリキュラム開発を行って，よりカリキュラム

を充実させ，質の高い教員養成を行うことが求め
られている．

本学では，教職実践演習が導入される以前か
ら，「先生の助手体験プログラム」として学校体
験活動が実施されてきた．最近では「あだち放課
後土曜学校」といった補充的なミニ授業を学生が
担当する取り組みも為されている．よりカリキュ
ラムを充実させ，大学としての質の高い教員養成
を達成するために，これらの学校体験活動を発展
させるとともに，プログラムの新規開拓を進める
必要がある．

また，本プロジェクトの２次的な意義としては，
これまでにない高大連携の在り方を模索するこ
と，ならびに，文教大学の新しいカリキュラムに
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通底する理念「つなぐ」に沿うものと考える．
本研究の目的は，魅力的な学校体験活動の開発

を目指すものであり，その試行に関する報告を行
うことである．

２．プロジェクトＡとＢについて

（１）プロジェクトＡ「挑戦的試行としての入学
前教師１日体験の教職実践演習での活用」

①「プロジェクトＡ」実施の背景
教育に関するさまざまな研究は，日々更新され

ており，これからの時代，教員には新しい知見を
自身で獲得し，日々の指導にあたることが必要不
可欠である．すなわち，教員は，入職後，常に自
己成長を意識することが求められるのである．高
度専門職業人に関しては，これまでも「理論と実
践の往還」による自己成長が指摘されてきた．し
たがって，入職後，スムーズに「理論と実践の往
還」を図るためには，教員養成段階からそれを実
践し，習慣化していくことが望まれる．

また，教員養成段階から，教員を終えるまでの
長いスパンを想定しつつ，「理論と実践の往還」
を考えると，大学は理論を学ぶことが主であるの
で，実践の場をどう設定するかが１つのポイント
になり，逆に，入職後は，常に実践とふれ合って
いるので，如何に理論について学ぶ場を設けるか
が，充実した「理論と実践の往還」を図るために
は重要である．

ただし，教員養成は同じ高度専門職業人である
医師養成とは異なり，４年間という短い養成期間
である．また卒業前の期間を考慮すると実際は，
入学した時点で４年間を確保することができな
い．さらに，わが国は，４年間で12週間以上の教
育実習を課している欧米とは異なり，４～６週間
という教育実習期間であり，先進国で実習期間が
最も短いといわれている．一時期，教員養成６年
制が提起され，教育実習期間を延ばし，理論と実
践の往還を充実させようとの議論がおこったが，

現時点でこの話題は立ち消えとなっており，前述
したように国際的にみても教員養成教育において
理論と実践の往還を充実させる新たな方法を模索
する必要がある．

そこで，教員候補生が大学への入学前に何らか
の方法で，教職の実践の場を経験することは，教
員養成カリキュラムに参加する上できわめて意義
深いシステムになると考えられる．

他方，高度専門職業人養成における入学前教
育，あるいは早期臨床体験実習については，教員
養成分野では未だあまりみられないものの，医
学・薬学教育分野で散見することができる．例え
ば，佐賀医科大学（白浜, 1996）では，１年次必
須で精神病棟の介護実習が行われ，コミュニケー
ション力の向上と援助者としての満足感について
教育効果が認められたと記している．また，欧米
では，入門期の医学教育において，教室での縫合
スキル教育と手術室体験を統合させることによっ
て，外科に対する興味関心が高まったり，その後
の学習に対する自信がついたりする等の報告が見
られる（John C., 2010）．

②目的・概要など

ⅰ）目的

 Ａ：卒業前の４年生にとっての主な目的
教師は，医師や弁護士，看護師などと同様，

「高度専門職業人」といわれており，常に自己成長
が求められている．教職実践演習の受講生（卒業
前学生）が入学前学生の教師１日体験の活動レポー
トを読み，それにコメントを付すことで，卒業前
学生が自身の４年前を明確に思い返し，４年間の
自己成長を強く自覚するとともに，理論と実践の
往還の大切さを認知することが主な目的である．

Ｂ：入学前の教員志望学生にとっての主な目的
前述したように教員志望者にとって，「理論と

実践の往還」はきわめて重要である．教員志望者
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の大学４年間における理論と実践を具体的にあげ
ると，その理論は，「大学での学び」であり，実践
は，小・中・高校での「実習等」である．ただし，
教師経験（実践）がまったく何もない状態で大学
の学びが始まるのではなく，大学での学び（理論）
の前に，在籍する学校（高校）で，教師の仕事

（実践）に触れることによって，大学での学び（教
職課程）のスタートを円滑にするとともに，教職
の学びの深化を図ることが主な目的である．

③研究の方法

ⅰ）対象と実施期間
対象は，教職実践演習を受講している４年生お

よび推薦入学に合格した者で，本プロジェクトの
参加を希望する者である．したがって，推薦入学
の合格発表が行われる11月下旬より翌年３月中旬
までが実施期間である．

ⅱ）プロジェクトAの手続き
９月末： 推薦入試の受験者へ文書にて入学前課

題を提示する．
10月末： 教職実践演習においてコメントを付す

協力者（４年生）を募集する．
12月上旬 ：推薦入試合格者の中で教師１日体験

の課題実施を希望する者に対し，具体
的な課題を提示する．同時に学校長と
担任に依頼文を送付する．

２月下旬 まで：教師１日体験を希望した入学予
定者は，自分が通っている高校で，体
験活動を行う．

２月下旬 ：入学予定者は，教師１日体験のレ
ポートを大学担当者に送付する．

２月下旬：大学は４年生にレポートを転送する．
３月上旬 ：４年生は入学予定者のレポートにコ

メントを付すとともに，教員志望者と
しての大学時代の自己成長について記
述し，大学担当者に送付する．その
後，大学から入学予定者に４年生のコ

メント付レポートを送付する．
３月中旬 ：大学から協力していただいた高等学

校の学校長および担任へお礼文を送る．

ⅲ）プロジェクトAの評価方法
４年生のコメントから自己成長が認められる部

分を確定し，質的分析を行う．なお，質的分析に
あたっては，その内容的妥当性を担保するため，
教員養成に10年以上携わっている複数（３名）の
大学教員の合意によって判断・評価する．

④結果（教育効果等について）

Ａ　４年生のコメントとその分析
次のⅰ～ⅶのコメントについて，下線部分は，

自己成長を認知していると判断した．また，二重
下線部は，主に入職後の意欲ならびに，波線は理
論と実践の往還に関係すると評価した．

ⅰ．Ｈ. Ｍ. さん
Ｓさんのレポートを読んで，４年前まで教育に

関して知識があまりなかった頃の自分と重なりま
した．文教大学での学びは，教育の専門的な知識
や，各教科の指導法は勿論のこと，教育心理学
や，カウンセリングなど児童心理教育ならではの
知識・技能も身に付けることができました．ま
た，周りには，先生になるという同じ志を持つ仲
間に恵まれて切磋琢磨しながら学生生活を送るこ
とができました．文教大学で過ごした日々は，こ
れから教師として働いていく中で，私の原動力に
なっていくと思います．このレポートを読んで改
めてそのことを実感することができました．

ⅱ．Ｍ. Ｍ.さん
私が大学４年間で学んだことは，「受容・共感

の大切さ」です．大学４年間は，勉強，部活，ア
ルバイト，交友関係など，一気に世界が広がると
同時に小さな悩みが絶えない日々でした．そんな
時はいつも「わかるよ」と私の悩みを受容し，共
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に新たな場に足を踏み入れ，知らない人々と関わ
ることで，自分の価値観が変わり，視野が広がり
ました．これらの積み重ねで「コミュニケーショ
ン能力」が向上したと思います．４月からも積極
的に学び，子どもや同僚・保護者の方々と積極的
に関わり，コミュニケーションを密にとりなが
ら，充実した教員生活を送っていきたいと思いま
す．また，児童心理教育コースの学生として，教
育学と心理学の両側面からの学びを武器にし，即
戦力になれるよう日々努力を惜しまず頑張ってい
きたいと思います．

ⅴ．Ｙ. Ｏ. さん
私が大学で成長したことは，話す力だと思って

います．大学での授業で人と話す機会や友達との
関わり，サークルの経験，アルバイトでの接客，
教員採用試験の対策等多くの経験を４年間で積み
重ねた結果，精神的な面でも成長し，自分の言葉
で分かりやすく伝えるという力がついたと思いま
す．まだまだ未熟だとは思いますが，４年間で自
分の気持ちをコントロールしながら，上手く人や
困難と関わっていくことができるようになったと
考えています．

ⅵ．Ａ. Ｗ. さん
四年間を通して，文教大学での授業で理論を学

び，それらを教育実習やアメリカ教育研修，また
ボランティア等での実践の機会が多く設けること
ができ，より教育についての理解を深めることが
できました．

また，四年間を通して視野が広くなったなと思
います．大学生活を通して学科の仲間や部活の仲
間，そしてアルバイトの仲間等多くの人と関わる
ことができ，多角的な視点を持って，柔軟性のあ
る考えを身につけることができました．

ⅶ．Ｃ. Ｙ. さん
このレポートを読んで，自分自身教員としての

「知識」が身についていることを感じました．読

感してくれる友達がいました．「誰かが自分の気
持ちを分かってくれる」というだけでこんなにも
前向きな気持ちになれるんだということを，何か
に悩むたびに思い知りました．教師になっても，
子どもに対して受容と共感を大切にし，子ども達
が安心できる学級をつくっていきたいです．社会
人になり，たくさんの子どもや大人など今まで以
上に人との関わりが増えると思いますが，４年間
で私の友達がしてくれたように，常に受容と共感
を心がけて良い人間関係を構築していきたいです．

ⅲ．Ｓ. Ｓ. さん
Ｎさんのレポートを拝見し，高校生が高校で教

師体験をしている場面がなかなか想像できなかっ
たのですが，教育についての学びが何もない状態
で体験しているのがすごいな，と客観的に感じま
した．自分が４年間の学びを持った今，Ｎさんと
同様一日体験を行うことができたら，いろんな視
点で感想を書けるのではないかなと思いました．

特に授業見学においては，先生方が導入だけで
なく，進度に合わせた工夫をされていることも考
えられるし，授業準備の段階でつまずきを予想し
対処していることも考えられるので，そういった
視点からも感想を書けるだろうなと想像しまし
た．また，Ｎさんが書いていた私語が多いという
クラスの課題から詳しい子どもたちの様子や実態
はどうなのか，教室環境はどうなのか，などが自
分の中で気になることとしてありました．些細な
キーワードからいろいろな考えや選択肢が思い浮
かぶようになったことも成長できた部分だと感じ
ました．

ⅳ．Ｋ. Ｙ. さん
私自身が文教大学の４年間で一番成長したと感

じることは，「積極性」と「コミュニケーション
能力」です．

授業やサークル活動やアルバイト，文教大学が
主催で行うボランティアなどの参加により，様々
な人々と関わってきました．その中で，「積極的」
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んでいる中で，「これはあの授業で学んだ内容だ
な」と考えながら読むことができたので，この４
年間授業を通して学んだ知識は，きちんと自分の
中に残っているのだと自分自身の成長を実感しま
した．

Ｂ　 プロジェクトＡの総括的評価（入学前学生に
対する４年生のコメントから）

４年生のコメントから自己成長を整理すると大
きく「専門的知識」と「汎用的能力」の二点を指
摘することができよう．例えば，前者の専門的知
識に関して，「ⅰ. Ｈ.Ｍ.さん」は，「教育の専門的
な知識や，各教科の指導法は勿論のこと，教育心
理学や，カウンセリングなど児童心理教育ならで
はの知識・技能」と記述しており，「ⅶ. Ｃ.Ｙ.さ
ん」は，「教員としての知識」をあげている．ま
た，「ⅲ. Ｓ.Ｓ.さん」は，「導入だけでなく進度に
合わせた工夫や教室環境」など教科指導や学級経
営にかかわる専門的知識を自己成長の一部として
示している．他方，「汎用的能力」に関する自己
成長の自覚として，「受容・共感の大切さの認知

（ⅱ. Ｍ.Ｍ.さん）」，「積極性とコミュニケーション
能力（ⅳ. Ｋ.Ｙ.さん）」，「話す力（ⅴ. Ｙ.Ｏ.さん）」
および「視野が広くなった・多角的な視点・柔
軟性のある考え（ⅵ. Ａ.Ｗ.さん）」があげられる．
もちろんこれらの知識と能力の獲得は，理論と実
践の往還があったからであり，さらに，二重線部
の記述にみられるよう，本プロジェクトの成果の
１つとして，４年間の自己成長を自覚させるだけ
でなく教員養成教育の最終段階の学生に対して，
教職意欲の形成に影響することが明らかとなった．

（２）プロジェクト２「小学校英語の授業・教材
アイディアをシェアするホームページ（HP）
の作成と効果検証」

①プロジェクトの概要
現ゼミ生，ゼミを卒業した小学校教員を対象

に実施した．本プロジェクトの中核をなすホーム

ページ名は，“Share Ideas Laboratory”（個人情
報・著作権の利用契約・同意書あり，登録制）で
ある．このホームページを作成した目的は，学生
と現場をつなげ，お互いの自己研鑽を促すことで
ある．

2020年から小学校高学年で教科となった外国語
科の課題は少なくない．その一つに指導方法や教
材・学習活動のアイディアがないことまたはつく
る時間がないことが報告されている．本学の英語
専修は全国から見ても数少ない小学校英語の専門
教員を育成している中，英語そのもの，そして英
語教育の理論をもとに専門授業で実際に小学校英
語の教室で使用できる多くのアイディアについて，
課題，プロジェクト，評価方法が見出されている．

また，英語専修の卒業生も全国に輩出され独自
の授業計画や教材を作成しながら授業実践をして
いるが，その教材は一，二回使って終わりの場合
が多い．これらは非常にもったいないと気づい
た．そのため，英語を磨き続けている，そして，
最新の英語教育理論を身につけ，専門家（専修所
属の教授など）の下に様々なアイディアを出して
いる学生がつくる授業計画や教材をお互いに（学
生と現場の教員）シェアし，お互いのフィード
バックによる教育力の向上ができる場づくりを考
えた結果がこのHPをデザインし，立ち上げる理
由になった．

なお，予算を10万円として外部へ発注した．
HPの利便性・利用しやすさなどの側面だけでは
なく，効率よくスピーディーに作業を終わらせる
ことを考慮し，専門家に制作してもらう方がよい
と考えた．（下記の画像参照）

②ホームページが備えるべき要件
ホームページの作成にあたり，以下の３点の要

件を設定した．
・学生が作成した指導案と開発した教材を共有・

フィードバックできるHP
・教育系アプリを紹介するHP
・利用者のやり取りで新教材を開発するHP
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利用者が作成した指導案や教材などをHPで共
有する．共有は，閲覧だけではなく，ダウンロー
ドして各自の英語授業や模擬授業に合わせて修正
もできるような仕組みをつくった．その後，アッ
プロードされた教材（使用者が修正した指導案や
教材）などについてコメント欄を利用し，指導案
や教材に関するフィードバックを行う．このこと
により，作成者や次に使う人の学びにつなげる期
待ができる．たとえば，ダウンロードして修正し
て使った指導案や教材などを再アップロードし，
作成者がそれをフィードバックとして利用する．
卒業生（現場の小学校教員）にとっては学生が大
学で学ぶ新しい技術やアイディアを学べる自己研
鑽につながり，他方，ゼミ生にとっては，自分の
学びが現場とのつながりをつくることにより，現
場を知るという観点から動機づけだけではなく，
抽象的な授業での学びの具体化，知識のさらに深
く学べることが期待できる．

HPをこのように利用することにより学生が課題
を成績評価や課題をこなすために行うだけではな
く，より高いモチベーションで学習し，その学習
内容の深い理解につながる．また，このプロセス
を経験することによって，深い学び（学びを自分
の生活や社会・世界につなげる）の体験活動にも
なり，深い学びから得る真正の学びの必要性や大
切さもわかるようになる．この挑戦的な学びが今
後教員として自分の前にいる学習者に同じ深い学
びの場をデザインできることを期待したい．

③プロジェクトの流れ
2020年度後期にHPを作成し，2021年度中に教

材などをアップロードしたり，共有したりする予
定である．そして，2022年度前期からゼミ生と卒
業生を中心に登録してもらい，１年かけて効果を
検証する．その結果，計画した期待や効果に関し
て，実現できたかどうかを判断することになる．

今後は，HPを専門の授業と紐づけながら，授
業課題や授業の振り返りを記録できるポートフォ
リオの役割に発展させていきたい．また，LMS

機能を持つHPにアップグレードできれば，教職
実践演習が目標としている卓越した人材育成の実
現がより可能になると思われる．具体的には，ゼ
ミ生を中心に作成した指導案・教材などをHPに
アップロードしたり，教職実践演習の「学びの
ポートフォリオ」を通した振り返りをHPにアッ
プロードしたりする．また，教職実践演習の「学
びのポートフォリオ」を通した振り返りをHPに
アップロードした学習物（指導案や教材など）や
振り返りとつなげることで，深い学びの実現が期
待できると思われる．

３．全体的な成果と課題および今後の方向性

本研究の目的は，魅力的な学校体験活動の開発
を目指すものであり，その試行に関する報告を行
うことである．ここでは，様々な取り組みの中か
ら２つのプロジェクトの開発の概要を示し，その
試行の結果を報告した．

その第一は，プロジェクトＡとして実施された
「挑戦的試行としての入学前教師１日体験の教職
実践演習での活用」である．専門的知識を自己成
長の一部として示している．その中で，「汎用的
能力」に関する自己成長の自覚に関わる記述が多
く為されたことが指摘できる．さらに，教員養成
教育の最終段階の学生に対して，４年間の自己成
長を自覚させるだけでなく，教職意欲の形成に影
響することや「理論と実践の往還」に関係してい
ることが明らかとなった．

その第二は，プロジェクトＢとして実施された
「小学校英語の授業・教材アイディアをシェアす
るホームページ（HP）の作成と効果検証」であ
る．その目指すのは，HPを各専門の授業と結び，
多くの課題や授業の振り返りを記録できるポート
フォリオの役割をもたせることで，LMSの機能
を持つHPに発展させることができる．すなわち，
教職実践演習が目標としている卓越した人材育成
にさらに貢献すると期待できる．
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